
 文書分類番号 00 09 03 002 永　年 起案 令和８年８月５日 決裁 令和 　年 　月 　日

 議 長　　副議長　　局 長　　次 長　　係 長　　担 当　　担 当 

 

 

文書取扱主任 

   

第 ７ 回　議 会 改 革 特 別 委 員 会　会 議 録 

 
開催年月日 令和８年７月３日（金曜日） 開会10時09分 閉会10時25分

 開 催 場 所 第二・第三委員会室

 
出 席 委 員

柴田、安樂、寄谷、藤田、堀、関藤、田村
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局

和田事務局長

 　議長、副議長 壽崎次長

 欠 席 委 員 なし 菊地係長

 説 明 員 なし 小島主任級主事

 議 件 　別紙のとおり 林主事
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１　議員定数及び議員報酬について

 ・議員定数については、前回の委員会から変わったところがなく、意見が分かれているた

め今後採決の方法について諮り、次回の委員会で何らかの方向性について見いだしてい

くことを確認した。 

・議員報酬については、委員長と事務局で全体的な議員報酬の使い道について次回委員会

までに取りまとめ、議論を進めることに決定した。
 ２　その他ついて

 　・藤田議員から政務活動費がなくなった経過について確認があり、委員長から説明があっ

た。
 ３　次回委員会の日程について

 ７月16日（木）午後１時からの総務文教常任委員会終了後に開催することに決定した。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
　上 記 記 載 の と お り 相 違 な い。　　議会改革特別委員長　　柴　田　文　男　 ○印
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第７回　議会改革特別委員会 

R8.7.3 (金)議会運営委員会終了後 

第二・第三委員会室 

開　　会　１０：０９ 

委 員 長 大変ご苦労さまです。ただいまから第７回議会改革特別委員会を開会いたしま

す。 

 委員動静報告 

委 員 長 委員動静でありますが、全委員の出席をいただいております。議長、副議長に

ご出席をいただいております。傍聴で荻野議員が出席しております。株式会社

北海道新聞社の取材を許可しております。 

 １　議員定数及び議員報酬について 

委 員 長 それでは、早速議員定数及び議員報酬について皆さんにお諮りしたいと思いま

す。まずもって前回も確認いたしましたが、改めて各会派のこの議員定数及び

議員報酬についての基本的なお考えについてお伺いをしておきたいと思います。 

副委員長 新政会につきましては、前回も言ったとおり定数については１減、報酬につい

ては必要な分若干上げるといったところであります。 

関　　藤 定数については現状維持で変わらずです。議員報酬につきましては、それも現

状維持で変わらず。ただし両方とも、減についても、報酬のアップについても

それなりの説明、これが十分理解できる内容を示していただければ、これは検

討を十分させていただきたいという考えでおります。 

委 員 長 会派清新でありますけれども、これも前回同様議員定数については当初２名と

いうことでありましたが、議論を踏まえて１名の減と。議員報酬については、

おおむね３万円以上改定すべきであると考えております。あわせて、議員の活

動費等について新設を行うことを念頭に議論を行いたいと考えております。 

　 堀 基本的な考え方は前回も申し上げましたけれども、議員活動が十分に行われる

こと、それから若い30代、40代の議員がどんどんこの議会に出ていただけるた

めには、やはりしっかり報酬の面でも保障しなければなかなか集えないのでは

ないかというのが一番大きな課題だと思っています。私は、市の財政も考えて

議員の削減を２名と申し上げましたが、その部分を残りの14名に振り分けて、

やっぱりそういう生活面の保障をしっかりしていかないとならないというふう

に考えています。 

寄　　谷 定数については現状維持ということで考えています。あと、報酬についてはど

こまで市民理解が得られるかという、それにかかっているかなというふうに思

っています。物価の問題、それから地域の賃金事情、その辺から妥当だという

範囲であれば上げるのもやぶさかではないと思います。ただ、成り手不足の解

消という点ではそれに見合うだけの報酬の引上げというのは無理だと思います

ので、それを理由としての報酬の引上げについてはちょっと賛成はできないか

なというふうに思っています。 

 あと、どこまで話を煮詰めるのかということで１点お願いしたいところがある

のですけれども、多数決でいくのか、全会一致なのかということはあるのです

けれども、報酬という問題でいけば我々議員全員に関わってくるもので、とも

すれば手盛りだという批判を受ける部分でもあると思いますので、全会一致に

なるぐらいしっかりこれは議論してほしいなと思います。多数決で決めて後で

市民の方に対して、いや、私は反対したのだというふうに言いながら引き上げ
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られた報酬をもらうというわけにはいかないところがありますので、それにつ

いては全議員が納得できるようなところまで話はしっかり詰めてほしいなとい

うふうに思っています。 

委 員 長 議長、副議長何かご発言はございますか。よろしいですか。 

（なしの声あり） 

委 員 長 ということで、前回のお考え方から変わったというところはございませんでし

た。今ほど寄谷委員のほうから全会一致ということでというお話がございまし

たが、これまで７回特別委員会を開催してまいりましたが、なかなか歩み寄り

の形が取れないということについては残念なことだなと私自身思っております。

委員会として今後採決の取り方についてもお諮りして、それは多数決になると

思います。 

田　　村 これ議員定数と報酬とやっぱり別々に考えろとよく最初言われていたのだけれ

ども、寄谷委員が言っているのは市民感情をよく捉えていると思う。だから、

例えば上がったと、上がって批判する市民がいたと。そういう場合、俺は反対

したのだと、ごちゃごちゃになってしまうのだと。だから、これはやっぱり報

酬はできれば全会一致で、あと議員定数は多数決なら多数決でもいいし、全会

一致が望ましいと思うけれども、その辺みんなに聞いてもらいたいです。 

委 員 長 切り分けて考えています。定数は定数、それと報酬は報酬ということで切り分

けて考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

 それで、議員報酬の関係なのですが、先ほど代表者会議を開催いたしました。

その中で議員報酬については各議員が共通してこの中身について説明できるよ

うな、そういったたたき台を作る必要があるのではないかということで議長の

ほうでそうだなと、代表者の皆さんもそれに異論はないということでございま

したので、ちょっと事務局と委員長、副委員長とご相談を申し上げて基礎的な

数字、ちょうど関藤委員がおっしゃっていた活動に係る経費ですとか、選挙に

係る経費ですとか、慶弔の関係ですとか、そのほかのあらゆる経費等々につい

て大まかにどの程度報酬から支出をしているのかということについてまとめて

次の委員会にでもご報告をさせていただきたいなと思っております。次回の委

員会を16日に予定しております。ふるさと市町村圏の前に委員会を開きたいと

いうことで…… 

（何事か言う声あり） 

委 員 長 総務文教やってから特別委員会をやりますので、それが16日ということであり

ます。今日は３日ということでありますので、できれば９日までに各会派で自

分たちの議員活動の経費はこういったぐらいの経費を会派の皆さんが大体支出

しているよと、うちの会派はこういった平均になるよというような数字を申し

訳ないのですが、議会事務局のほうに…… 

（何事か言う声あり） 

委 員 長 だから、ばらばらの数字をまとめて出して人数で割っていただきたい。 

（何事か言う声あり） 

委 員 長 休憩します。 

休　　憩　１０：１８ 

再　　開　１０：２３ 

委 員 長 再開します。 

 そういうことで私を中心に議会事務局と全体的な議員報酬の使い方、使い道に
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ついてお調べして次回委員会までに取りまとめたいと思います。 

（何事か言う声あり） 

委 員 長 ということで取り進めていきたいと思います。議員定数については次回の委員

会で何らかの方向を見いだしたいと思っておりますので、よろしくお願いした

いと思います。 

 ２　その他について 

委 員 長 それでは、その他についてでありますけれども、お持ちの方お話しいただきた

いと思います。 

藤　　田 歴史的な認識をちょっと確認したいので教えていただきたいのですけれども、

昔政務活動費みたいなのは存在したので、なくなった経緯とか、どういう基準

だったのか、何かそういう経緯をちょっと確認したいので、教えていただきた

いと思います。 

委 員 長 それでは、私のほうから。前回議員報酬を引き上げるということで議会議論し

たのが８年ほど前になりますが、そのときに議員報酬を引き上げると同時に政

務活動費等の支給が１万円なされていました。それを削減した上で議員報酬の

引上げをということで考えたのですが、残念ながら削減だけが先行して議員報

酬の引上げにはならなかったということが経過であります。 

 よろしいですか。他にございますか。 

（なしの声あり） 

 ３　次回委員会の日程について 

委 員 長 それでは、次回委員会の日程でありますが、先ほど申し上げましたとおり７月

16日午後１時から総務文教常任委員会ですので、終わり次第特別委員会を開会

したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 以上で第７回議会改革特別委員会を終了いたします。 

 お疲れさまでした。 

閉　　会　１０：２５



第７回　議 会 改 革 特 別 委 員 会 
 

日　時 令和８年７月３日（金） 

 議会運営委員会終了後 

場　所 第二・第三委員会室 

 

○　開　　　会 

 

 

 

〇　委員長挨拶（委員動静） 

 

 

 

１　議員定数及び議員報酬について 

 

 

 

２　その他について 

 

 

 

３　次回委員会の日程について 

 

 

 

○　閉　　　会


